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設計想定外地震に対する鋼構造物の
終局挙動の予測と崩壊制御策の検討

研究シーズの紹介

高精度
シミュレーション技術

●信頼性の高い高精度の数値解析により構造物の崩壊挙動を予測
●想定外の地震作用に対する構造物の崩壊性状を制御
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橋梁の耐震設計では，あらかじめ規定した設計用の地震
動に対して所要の耐震性能を確保するが，地震の予測には
不確実性が伴うので，設計の想定を超える地震動が作用し
た場合においても大規模崩壊等の致命的な被害を防止する
ための方策を講じておく必要がある．しかしながら，現状では
構造系が耐震設計上の安全限界を超えた後の動的な崩壊
挙動に関する実験データがほとんど無く，信頼性の高いシミュ

レーション技術が確立されていないため，設計想定外の地震
作用に対して致命的な被害を防止するための具体的な方策
や設計法が確立されていない．本研究では鋼製骨組の動的
崩壊挙動を対象とした振動台実験の結果をもとに構造解析
ソフトウェアの精度検証を行い，スパコンを利用した大規模解
析により実大の鋼アーチ橋などの特殊橋梁の崩壊挙動特性
を解明し，致命的な被害を防ぐための方策を検討する．

・構造諸元の不確実性を考慮した崩壊制御機構の開発
・地震後の早期復旧の実現を目指した免震・制震機構の開発
・積層ゴム支承の破壊挙動


